
ホオズキの系統選抜による着果率の向上

［要約］ホオズキの着果率は系統によってばらつきがあり、着果率の高い系統を選抜

していくことにより、着果率の向上を図ることができる。また、着果率には産地や年

次によってばらつきがみられることから、着果率が高位安定化している系統の選抜に

努める。

担当部署 八女分場・中山間地作物研究室 連 絡 先 0943-42-0292

対象作目 花き・花木 専門項目 品種選定 成果分類 品種選定

［背景・ねらい］

ホオズキはナス科の多年草で、盆を彩る風物として全国的に安定した需要がある。本県

では築城、福岡および八女地域で約６haほどが栽培されている。しかしながら、ホオズキ

の取引価格は産地によって異なり、これは主に着果率の良否に起因するものと考えられる。

そこで、着果率の向上を図るため、系統選抜の効果を明らかにするとともに、県内各産

地より着果率の良好な系統を収集、選抜する。

［成果の内容・特徴］

１．選抜がなされていない圃場の場合、ホオズキの着果率は株により大幅にばらつく（図

１）。これらの中から着果率の高い系統を選抜すると、各節位とも１年目および２年目

まで高い着果率を維持できる（図２）。

２．県内の産地３地域、１３圃場から収集した系統の着果率は、８０～４０％のばらつき

が見られる（図３）。また、系統によっては、着果率の年次変動が見られる（図４）。

このため、着果率が高位安定化するまで優良系統の収集と選抜を継続する。

［成果の活用面・留意点］

１．各産地において系統選抜を行う際の参考資料として活用できる。

２．着果率の良否の判定節位は６節～２０節前後とし、選抜株には収穫前までにマーキン

グしておく。



［具体的データ］

［その他］
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図２　株選抜された系統の着果率の節位別年
        次変動
注）着果率の高い選抜系統：図１の60～70％の株
　　 着果率の低い選抜系統：図１の 0～10％の株
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　図１　株選抜されていない圃場の着果率
          別の株割合
注）株選抜がされていない圃場から1999年１月中
旬に地下茎を無作為に採取し、同年１月下旬に分
場内圃場に定植
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　　図３　収集系統の着果率（2000年）
　注1）県内産地３地域、13圃場から1999年12月～
　　　　2000年１月上旬に着果率の比較的良好な株
　　　　の地下茎を採取し､2000年１月下旬に分場内
　　　　圃場に定植
　　 2）第６～第20節位の着果率
　　 3）棒線は標準偏差で１区12株２反復の株間のば
　　　　らつきを表す
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　　図４　収集系統の着果率（2001年）

注1)図３の各試験区から2001年１月上旬に地下茎を
      無作為に採取し、１月下旬に分場内に定植
   2)A，B，C：図3での着果率60％以上の系統
      E，G    ：図3での着果率40～60％の系統
      M        ：図3での着果率40％未満の系統
   3)第 6～第20節位の着果率
   4)棒線は標準偏差で 1区12株 2反復の株間のばら
      つきを表す
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